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「オンリーワン企業－次世代産業技術 
マッチングフェスタ」の開催　

【プログラム】
　・主催者挨拶　産業技術総合研究所　　　理事長　中鉢　良治
　　　　　　　　東北活性化研究センター　会　長　海輪　　誠
　・来賓挨拶　　東北経済産業局長　田川　和幸�氏
　・シンポジウム
　　　　　　　　「産総研が進める地域連携」　　　　理　　事　瀬戸　政宏
　　　　　　　　「東北活性化研究センターの紹介」　専務理事　渡辺　泰宏
　　　　　　　　「マッチングシーズの紹介」
　　　　　　　　エネルギー・環境領域　イノベーションコーディネータ　内藤　茂樹
　　　　　　　　情報・人間工学領域　イノベーションコーディネータ　原田　賢司
　　　　　　　　材料・化学領域　イノベーションコーディネータ　菅原　孝一
　　　　　　　　エレクトロニクス・製造領域　イノベーションコーディネータ　山内　　真
　　　　　　　　生命工学領域、計測標準領域、公設試　イノベーションコーディネータ　南條　　弘
　・ポスターセッション
　　産総研62枚、東北活性化研究センター3枚、東経連ビジネスセンター3枚、
　　東北6県公設試6枚　計74枚
　・交流会

1．シンポジウム
　はじめに、産総研の瀬戸理事及び当センターの渡辺専務理事が、各組織の概要及び主な事業内容につ
いて紹介した。
　続いて、産総研の研究領域（「エネルギー・環境」「情報・人間工学」「エレクトロニクス・製造」「材料・
化学」「生命工学」「計測標準総合センター」）について、各担当のイノベーションコーディネータが領域
の大枠を説明するとともに、第二部のポスターセッションに展示する各研究テーマの概要を紹介した。
　また、東北6県公設試によるポスターセッションの展示内容についても併せて紹介された。

シンポジウムの様子
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2．ポスターセッション
　ポスターセッションでは、産総研の研究領域に関わる計59の研究テーマ及び東北6県公設試による6
つの研究テーマについて、概要をまとめたポスターを展示し、紹介した。
　来場者は、興味・関心のある研究テーマのポスターに目を止め、産総研研究者との間で活発な意見交換・
質疑応答が行われた。オンリーワン企業の関係者からも「興味・関心のある研究テーマについて極めて
参考になった」「良い機会であった」などの声が寄せられた。

　また、当センターでもポスターを展示し、「東北圏オンリーワン企業発掘・情報発信プロジェクト」と
企業紹介冊子「〝キラリ〟東北・新潟のオンリーワン企業」の概要を中心に、組織及び主な事業内容を紹介
した。
　来場者からは、オンリーワン企業選定の経緯や条件、プロジェクトの今後の取組みなどについて質問
があったほか、「オンリーワン企業のプロジェクトは良い取組みである」「東北圏にはオンリーワン企業
が結構あるんですね」などの感想が寄せられた。

渡辺専務理事による発表

ポスターセッションの様子①

活性年報03-プロ-四[23-37].indd   20 2017/06/19   13:41:47



―　　―21

3．交流会
　ポスターセッション終了後、会場を移して交流会が開か
れ、参加者は引き続き技術談義に花を咲かせるなど交流を深
めた。
　また、オンリーワン企業である秋田研磨工業（秋田県湯沢
市）の阿部忠雄代表取締役から、同社が開発・特許を取得した
宝石のペン先を用いた万年筆の試作品をご披露いただいた。
　ペン先の素材はルビーやサファイアで耐久性に優れ、従来
の構造とは異なり先端に切り割がなく、インクの通路となる
直線状のV字形の溝を裏面の先端から根元部分まで彫って
いるのが特徴である。
　産総研の中鉢理事長をはじめ、参加者からは「すごい技術だ」「書き味が滑らかで素晴らしい」などの
感想が寄せられ、阿部氏も自社の技術が評価されたことにとても感激されていた。

4．海輪会長と中鉢理事長の対談
　本フェスタの開催に合わせ、「東北の未来創
造に向けて」をテーマに、当センターの海輪会
長と産総研の中鉢理事長による対談を行った。
　お二人には、現在に至るまでの経歴から始ま
り、東北の特殊性と価値、各県の連携の必要性、
中央との対等な付き合い方、閉塞感を打ち破る
ための人の重要性といった観点から自由にお
話していただいた。

※�なお、対談内容の詳細は、モデレーターを務めた大草芳
江氏所属の有限会社�FIELD�AND�NETWORKが
Web上で展開する「宮城の新聞」（http://shinbun.
fan-miyagi.jp/）及び「産総研東北Newsletter №
44」（http://www.aist .go. jp/tohoku/ ja/
newsletter/）を参照。

ポスターセッションの様子②（当センターの紹介）

宝石のペン先を用いた万年筆

対談の様子
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ポスターセッションのテーマ一覧
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